
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ランニングなど人と離れて行う運動や鬼ごっこのような密にならない外遊びなど、他者との距離を２メー

トル以上確保できる場合や、屋外で人とすれ違うことはあっても会話をほとんど行わない場合は、マスク

を着用する必要がないとされました。しかし屋外であっても、近距離で会話をするような場合は引き続き

マスクの着用が必要です。 夏場については熱中症になるリスクが高くなるので、必要のない場面ではマス

クを外すことが推奨されます。 

 

 

 

 

 

 

 

屋内では、他者との距離を２メートル以上確保できていても、会話をする場合はマスクの着用が必要で

す。（ただし、十分な換気などの感染防止対策が講じられている場合は外すことも可）また、図書館での

読書や芸術鑑賞などほとんど会話を行わない場合については、距離が確保されていればマスクを着用す

る必要がないとされました。 

 

 

 

 

 

 

 

目安 2 メートル以上 



●マスク着用の考え方：まとめ 

 

身体的距離が確保できる 

（目安 2 メートル以上） 
身体的距離が確保できない 

屋内（注） 屋外 屋内（注） 屋外 

会話を行う 

着用を推奨する 
（十分な換気など感染防

止対策を講じている場合

は外すことも可） 

着用の必要はない 

事例① 

着用を推奨する 

事例② 

着用を推奨する 

会話をほとんど 

行わない 
着用の必要はない 

着用の必要はない 

事例③ 

（注）外気の流入が妨げられる建物の中・地下街・公共交通機関の中など。 

※夏場については、熱中症の観点から屋外の「着用の必要のない」場面ではマスクを外すことを推奨。 

※お年寄りと会うときや、病院に行く時などはマスクを着用する。 

事例① ・ランニングなど離れて行う運動 

 ・鬼ごっこなど密にならない外遊び 

事例② ・通勤、通学時などの電車やバスの中 

事例③ ・徒歩での通勤など、屋外で人とすれ違うような場合 

 

 

 

●2 歳未満（乳幼児）については、引き続きマスクの着用を推奨しない。 

●2 歳以上（就学前）については、マスク着用を一律には求めない。 

就学前の子どもについては、子ども一人ひとりの発達の状況を踏まえる必要があることから、マスクを着

用することは推奨していません。特に２歳未満では、息苦しさや体調不良を訴えることや、自分で外すこ

とが困難であることや、窒息や熱中症のリスクが高まるため、着用は推奨されていません。 

 

２歳以上の場合であっても、マスク着用を一律には求めていません。マスクを

着用する場合は、息苦しさを感じていないかどうかについて、保護者や周りの

大人が十分注意した上で着用しましょう。なお WHO は５歳以下の子どもへの

マスクの着用は必ずしも必要ないとしています。 
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